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的である｡さらに安定な DLTW を与える広いレ- リー数バン ドが存在 し､レー リ一数
の変化に対 して､その対流領域の長 さが連続的に変化する｡
我々はこの DIJTW の安定化のためには対流領域と伝導領域を隔てるフロントにお




比が 1:0.58:46.2のものを用いた｡セル上面は 10.OoCに固定 し､下面をヒーターであた
ためることにより上下面間温度差 △Tを与えたO対流パターンの観測にはシャドウグラ
フ法を用いた｡
レー リー数を準静的に変化させることにより､サ ドルノー ド点近傍において､図 1
のような DIJTW を得たoフロントにおける局所的ダイナ ミクスを知 るために光強度の
時間変化の測定を行なった. DIJTW の場合フロントは2種類であり､それらは長波長側
の対流領域 と伝導領域を隔てている Leadingedgefrontと､短波長側の対流領域 と伝導
領域を隔てる nailingedgefrontである.測定はそれぞれのフロント､また比較のため
にそれぞれの対流領域の内部の4ヶ所で行なった.図2に Leadingedgefrontにおける
























図3.局在対流の Leadingedgefront 図4･局在対流の Leadingedgefront
におけるア トラクター･ におけるリアプノフ指数
参考文献
【1】M.C･CrossandP･C.Hohenberg,Rev･Mod･Phys･65(1993)851･
t21Y.larada,Y･Masuno,cK･Sugihara,lt･Nomura,andI･Yahata,inPaiiern
Formai2.0ninCompteCDiss2-paiiveSystems,ed･S･Kai(WorldScientifc,1992).
[3]Y.lIarada,Y･MasunoandK Sugihara,VistasinAstronomy,37(1993)･
【4】野村昌司､小川淳司､原田義文､第51回日本物理学会年会講演概要集第3分冊､
p.595･
-590-
